
「一分砂時計」導入に関するご報告・ご提案 

長崎県卓球連盟 各位殿 

各市町村卓球協会 各位殿 

諫早市卓球協会 理事 

下田俊文 

平成 27年 8月 30日、諫早市卓球協会は、「一分砂時計」を 35個購入しました。 

・シンワ測定株式会社（品番 ７０５５０） 

・価格：500円（税込み） 

・取扱：森教材 

 

＜経緯＞ 

 かねてより、報告者は県内及び諫早市内の団体戦、とりわけ小学

生・中学生の団体戦において「ゲーム間のインターバルが長い」と

感じていました。 

 いくつかの試合をピックアップして計測したところ、場合によっ

ては 1分 30秒を超える場面もありました。特に以下のような場面

が多く見受けられました。 

・監督とアドバイザーからそれぞれ 45秒ずつアドバイスをもらって時間オーバー。 

・２台進行の試合でほぼ同時にゲームが終わり、片方の選手がアドバイスを受けている間

の待ち時間で時間オーバー。 

・ギリギリまでアドバイスを受けた後、水分補給をしていて時間オーバー。 

 気が付いたところで、注意させていただき、ご協力をお願いしましたが、私の注意だけ

では限界があると思いました。 

主審は小中学生の相互審判であり、しかも時間を計測する機器を持たないため、時間を

コントロールする必要性を理解できません。 

 また、ベンチも「選手のインターバルはあと何秒残っているのか？」を確認する術があ

りませんから、勢いベンチワークが長くなりがちです。２台進行で二人同時に選手が戻っ

てきたりすればなおさらです。 

 やはり、主審が時間を計測する道具が必要である、と強く思いました。 

  



本当はストップウォッチを携帯させるのが良いのですが、 

・経費がかかる。 

・電池切れなどのメンテナンスに手間がかかる。 

・小学生には操作が難しい。 

以上のような理由でストップウォッチの導入は見送りました。 

そこで、より簡便にかつ、購入後のメンテナンスが不要である砂時計を導入しました。 

 

＜導入後の経過＞ 

８月３０日以降のすべての諫早市卓球協会主催大会に使用しました。 

 また、全ての大会（ラージボールを除く）でマッチでタイムアウトも許可しました。 

１２月６日に行われた山口杯（小学生・中学生の個人戦）や１月１１日に行われた諫早

市卓球協会長杯（一般・高校・中学生・小学生団体戦）では、特に「砂時計」の効果が顕

著でした。 

小学生も中学生も、ゲームが終わると、砂時計をひっくり返してインターバルの計測を

していました。 

  砂が落ち切って、戻ってこない選手がいれば、審判がベンチに選手を呼びに行く姿もあ

ちこちで見られました。 

  結果として、山口杯では昨年同様の規模で行われたにも関わらず、昨年よりも早く大会

を終了することが出来ました。 

 （昨年度…４６５名参加 １７：１０終了 今年度…４５６名参加 １６:４５分終了） 

また、市協会長杯では昨年よりも参加人数が増加していましたが、昨年度よりも終了時

刻を大幅に改善することが出来ました。 

（昨年度…３８５名参加 １９：３０終了 今年度…４０５名参加 １８：４０終了） 

タイムアウトを導入したにも関わらず、試合進行がスムーズで、締まっていたのは砂時

計で 1分を計測できたのが大きいと思います。 

 

＜提案＞ 

 以上のような経緯と経過から、砂時計は主審のタイムコントロールを容易にし、大会運

営の時間短縮に効果的であることがわかりました。 

各団体での砂時計の導入をお勧めいたします。 


